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青年期の友人関係尺度の教示による相違についての試論

岡田 努（金沢大学）
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青年期の友人関係に関する研究については，友人

の定義が不明確であり，仲間関係と友人関係の概念

の区別が不明確であることが，かねてより問題点と

して指摘されている 平石 など 。岡田

は，現代の青年に特有な友人との関わり方について

群れて表面的に楽しい関係を維持する青年群

対人関係を回避する青年群 伝統的青年観に近似

した青年群を見いだしたが，ここでも特定の親友と

の関係が想定されたものと，仲間関係や一般的な友

人関係は明確には区別されていない。本研究では，

現代の青年の友人関係の尺度について，「親友」を想

定した場合と，一般的な「同性の友人」を想定した

場合についてパネル調査を行い，その反応の相違に

ついて探索的に検討したものである。

方 法

第 回調査 日本人 歳から 歳までを対象にイ

ンターネットによるモニター調査を実施した。調査

時期は 年 月 日～ 日であった。有効回答

数は 名であった。年代区分ごとの人数は

歳 名， 歳 名， 歳 名であっ

た。

第 回調査 第 回調査の回答者に対して同様の調

査を実施した。調査時期は 年 月 日～ 日

であった。有効回答数は，年代区分ごとに

歳 名， 歳 名， 歳 名（合計

名）であった。

両調査にともに回答が得られた回答者のみを分析

の対象とした。

調査項目

第 回調査，第 回調査とも現代青年の友人関係に

関する尺度項目（岡田 ）の一部の表現を改変し

たものを用いた。下位尺度は「自己閉鎖」「軽躁的関

係」「侵入回避」「傷つけられることの回避」から成

り，「たいへんそう思う 」～「まったくそう思わ

ない 」の 件法で実施された。

第 回調査では「もっとも親しい同性のお友だち

を思い浮かべてください。あなたはふだんその方と

どのような付き合いかたをしていたり，またその際

にどのような感じ方をしていますか。」，第 回調査

では「あなたの同性のお友だちを思い浮かべてくだ

さい。あなたはふだんその方とどのような付き合い

かたをしていたり，またその際にどのような感じ方

をしていますか。」と想定する友人について異なる表

現で回答を求めた。

結果と考察

分析にあたっては，英語版尺度 との

整合性を取るため，自己閉鎖の逆転項目 項目およ

び侵入回避の「友だちとの約束をやぶらない」「相手

の気持ちに気をつかう」を除外した。

各下位尺度および地点ごとでの のアル

ファ係数を求めたところ， の通り概ねいず

れも良好な内的一貫性が見られた。

下位尺度ごとのアルファ係数

下位尺度 実施時期 親友 友人

自己閉鎖 .744 .892
軽躁的関係 .883 .921
侵入回避 .829 .894
傷つけられ回避 .799 .885

各下位尺度の平均と を に示す。

各尺度得点の平均と および人数

親友 友人 
自己閉鎖 3.01(.62)289 3.24(1.32)312 
軽躁的関係 2.83（.80）290 3.07（1.34）312 
侵入回避 2.50（.63）287 2.82（1.32）312 
傷つけられ回避 2.79（.68）283 3.07（1.35）312 

また平均構造の導入された 母集団 地点での共

分散構造分析を行った。因子の平均構造及び切片を

，分散（ないし残差の分散）を とし，地点間での

対応する項目同士の切片と誤差分散のみを等置とし

た配置不変モデルと，これに加えて因子から項目へ

のパス係数も地点間で等置とした測定不変の制約を

課したモデルを検討した結果， ， において配

置不変モデルの方が適合度は良好であった。このこ

とから，下位尺度に対応した各項目の配置そのもの

は「親友」「友人」で共通するものの，項目に対する

因子の影響力は異なっており，一致した構造とは言

えないことが見出された。

付 記

第 回調査のデータの一部は岡田努 大学

生青年と非学生青年における友人関係の比較―現代

青年の友人関係尺度による比較―日本パーソナリテ

ィ心理学会第 回大会 において発表されたもの

を用いた。また本研究は科学研究費基盤研究（ 「計

量社会学的方法による若年層の価値と規範に関する

国際比較研究（一般 課題番号 ）」（研究

代表者：轟亮）の一部である。
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高校生・大学生のいじめ場面での傍観行動を規定する要因（ ）
―従来型いじめ場面の検討―
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問題と目的

いじめに関して，最近では，「関係性の問題」と

いう視点に立った研究が散見される(森田, 2010；
Salmivalli, Lagerspetz, Bjorkqvist, Osterman, & 
Kaukiainen,1996)。また，いじめ被害の多さは，学

級内での加害者や観衆の人数よりも傍観者の人数

と最も高い相関を示すという調査結果 (森田 ,
1990)や，いじめ行動が起きる場面での傍観者に焦

点を当てた介入がいじめ行動の抑制に効果的だと

いうメタ分析結果 (Polanin, Espelage, & Pigott, 
2012)も報告されている。こうしてみると，いじめ

を抑止するためには，いじめ場面で見て見ぬふり

をする傍観者を減らすことが肝要であると推察さ

れる。一方，青年期には同質性を重視した友人関

係が見られること(Brown,1982)や，いじめ場面で

ネガティブな情動反応を示した子どもたちは，そ

うでない子どもたちに比べていじめを仲裁しよう

とすること(Barhight, Hubbard, & Hyde, 2013)が報

告されている。そこで，本研究では，いじめ場面

における被害者との親密度，被異質視不安，傍観

することの罪悪感に注目して，傍観行動の生起を

規定する要因について検討することを目的とする。

なお，いじめ場面として従来の対面上のいじめ

(traditional bullying)を取り上げ，調査対象を高校生

および大学生とする。

方 法

使用尺度 ①いじめ場面での傍観行動：大西・黒

川・吉田（2009）を参考に新たに作成した 6 項目

3 件法 ②（いじめ場面での）傍観への罪悪感：

新たに作成した 6 項目 4 件法 ③被異質視不安：

高坂(2010)を参考にした 11 項目 5 件法

対象と調査時期 高校 1 年生（2016 年 6 月実施）

と大学生（平均年齢=19.9，2017 年 1 月実施）を対

象とした。今回の分析対象は 656 名（高校生 530
名，女子 52.3％；大学生 126 名，女子 46.8%）。

結 果

基礎統計量 各尺度について信頼性を確認したと

ころ，「被害者が仲の良い子（以後，「仲良し」）

(α=.79)」「被害者が特別仲の良いわけではない子

（以後，「普通」）(α=.83)」「傍観への罪悪感(α=.86)」
「被異質視不安(α=.90)」であり，それぞれに十分

な内的整合性が示された。次に，各尺度について

学校段階による差を検討したところ，傍観行動に

ついて親密度の違いに関わらず，大学生より高校

生の得点が有意に低かった（「仲良し」t(652)=2.15, 
p<.05；「普通」t(652)=4.22, p<.001）。
いじめ場面での傍観行動を予測する要因 被害者

との親密度の違いによる 2 場面での傍観行動を基

準変数として，予測変数には学校段階と性別を

Step 1，傍観への罪悪感と被異質視不安(各々中心

化した得点)を Step 2，傍観への罪悪感と被異質視

不安について各々学校段階および性別との交互作

用項をそれぞれ Step 3，傍観への罪悪感と被異質

視不安の交互作用項を Step 4 に投入する階層的重

回帰分析を行った。結果を Table 1 に示す。分析の

結果，2 場面の傍観行動ともに学校段階，傍観へ

の罪悪感，被異質視不安それぞれの主効果が確認

された。交互作用については，被害者との親密度

が「仲良し」の場面で「罪悪感×被異質視不安」，

被害者との親密度が「普通」の場面で「罪悪感×

性別」のみが有意な値を示した。

考 察

従来の対面上のいじめ場面での傍観行動の生起

を規定する要因について検討した結果，高校生と

大学生では生起頻度に差がある可能性が示された

ことに加え，被害者との親密度の違いに関わらず，

友人から異質な存在に見られることに対する不安

被異質視不安 が傍観行動を促進し，他方，いじ

め場面での罪悪感が傍観行動を抑制する可能性が

示唆された。こうしてみると，いじめ低減への介

入として罪悪感の醸成が有効であるように考えら

れるが，一方で，本研究の結果から，被害者が「仲

良し」である場合のみ，被異質視不安が傍観行動

を促進する影響を罪悪感が緩衝する可能性が示唆

されており，被害者との関係性が傍観行動抑制に

対する罪悪感の効力を左右する可能性も否定でき

ない。今後，傍観行動の生起に関わる様々な要因

の複合的な影響について更なる検討が望まれる。

 β  β
at final step at final step

Step 1 .008 .008 .029***   .029***
学校段階 .081*    .161***

性別 .013 .025
Step 2   .099***    .091*** .110***   .082***

傍観への罪悪感 -.227*** -.150**
被異質視不安 .151* .119

Step 3   .103*** .004 .129***   .019**
傍観への罪悪感×学校段階 .016 -.060

傍観への罪悪感×性別 -.034 -.168**
被異質視不安×学校段階 .058 -.049

被異質視不安×性別 .025 -.027
Step 4   .109***  .006* .129*** .000
傍観への罪悪感×被異質視不安 -.084* -.010
***p<.001, **p<.01, *p<.05,

Table 1 従来型いじめ場面での傍観行動を基準変数とする階層的重回帰分析 (N =656)

Predictor
被害者との親密度「仲良し」 被害者との親密度「普通」

R² ⊿R² R² ⊿R²

― 255―


